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細
田
　
幸
次

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

三
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、
思
い
も

よ
ら
ぬ
一
年
と
な
り
、
幅
広
い
産
業
分
野

で
経
済
活
動
が
縮
小
・
停
止
し
、
我
が
国

経
済
と
国
民
生
活
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
政
府
は
感
染
対
策
と
経

済
活
動
の
両
立
へ
の
舵
取
り
を
迫
ら
れ
、

様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
経

済
活
動
と
同
調
し
て
新
規
感
染
者
の
発
生

は
後
を
絶
た
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
収
束
に
は
長
期
化
が
予
想
さ
れ
、
当

面
は
マ
ス
ク
着
用
等
の
新
し
い
生
活
様
式

を
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
世
界
で
は
ワ
ク
チ
ン
供
給
に
向
け
た

動
き
が
活
発
化
し
て
ま
す
が
、
一
刻
も
早

い
安
心
・
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
治
療

薬
の
開
発
に
よ
り
、
感
染
拡
大
前
の
生
活
・

経
済
に
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
大

月
法
人
会
の
事
業
活
動
も
中
止
や
規
模
の

縮
小
等
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

　
　
大
月
税
務
署

　
　
　
　
　
署
　
長
　
峪
　
　
和
生

　

令
和
三
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
細
田
会
長
を
は
じ
め
、
公

益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対

し
ま
し
て
、
多
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
御
事
業
や
生
活
に
大
き
な
影
響

を
受
け
て
お
ら
れ
る
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
月
税
務
署
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
申
告
が
困
難

な
方
に
は
そ
の
期
限
を
柔
軟
に
取
扱
う
こ

と
や
、
納
税
が
困
難
な
方
に
は
納
税
の
猶

予
制
度
を
御
案
内
す
る
な
ど
、
納
税
者
の

皆
様
の
実
情
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、
迅
速

か
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
法
人
会
活
動
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
、

税
制
に
関
す
る
意
見
の
提
言
な
ど
税
に
関

す
る
活
動
、
ま
た
、
地
域
社
会
へ
の
社
会

貢
献
活
動
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
幅
広

い
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お

が
、
感
染
リ
ス
ク
の
回
避
並
び
に
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
出
来
得
る
事
業

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
税
の
啓
発
活
動
と
な
る
青
年

部
会
主
催
の
「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標

語
募
集
」、
女
性
部
会
主
催
の
「
小
学
生

の
税
金
絵
画
及
び
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
、
伝
統
事
業
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

対
象
校
の
学
校
長
、
生
徒
や
児
童
は
も
ち

ろ
ん
、
大
月
税
務
署
長
を
始
め
関
係
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
無
事
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
次
代
を
担
う
生
徒
・

児
童
達
に
税
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理

解
し
て
頂
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
両
部

会
長
を
始
め
担
当
支
部
役
員
の
皆
様
に
は

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

年
が
明
け
、
大
月
法
人
会
は
五
月
に
創

立
満
七
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、

一
月
十
四
日
に
は
記
念
式
典
並
び
に
記
念

講
演
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
先
人
た
ち
が

築
き
上
げ
た
伝
統
あ
る
大
月
法
人
会
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、
地
域
並
び
に
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
税
務

当
局
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、
税
務

知
識
の
普
及
及
び
納
税
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
公
正
な
納
税
と
円
滑
な
税
務
行
政
に

寄
与
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会

員
皆
様
方
を
始
め
関
係
各
位
に
は
更
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
本
年
が
明

る
く
、
輝
か
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
切
望

す
る
と
共
に
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
事
業
の
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る
中
、
新

し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
各

種
の
事
業
を
展
開
さ
れ
る
御
努
力
に
対
し

ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
間
も
な
く
令
和
二
年
分
の

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告

が
始
ま
り
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
面
の
案
内

に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
税
額
な
ど
が
自
動
的
に
計
算
さ
れ
、

計
算
誤
り
の
な
い
申
告
書
等
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
年
一
月
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
控
除
証
明
書
等
の

情
報
が
自
動
入
力
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

納
税
者
の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
に
も
大

い
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
た
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
の
ご
利
用
を
、
皆
様
の
み
な
ら
ず
、

従
業
員
の
方
々
に
も
積
極
的
に
お
声
掛
け

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
大
月

法
人
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、
会
員
の
皆

様
方
の
御
健
勝
並
び
に
事
業
の
御
繁
栄
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
御

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（2）

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
御
挨
拶



　
　
　
青
年
部
会

　
　
　
　
　
部
会
長
　
吉
元
　
　
潤

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
『
３
密
』

　
〈
２
０
２
０
年
ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
・
流

行
語
大
賞
〉
の
年
間
大
賞
に
選
ば
れ
た
の

が
、先
の
「
３
密
」
で
す
。
そ
の
他
に
「
ア

ベ
ノ
マ
ス
ク
」「
ア
マ
ビ
エ
」「
オ
ン
ラ
イ

ン
〇
〇
」「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
こ
れ
ら
は
全
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（COVID-19

）
に
起
因
す
る
言

葉
で
す
。

　

二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
三
日
、
中
国
・

武
漢
で
の
都
市
封
鎖
を
発
端
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
発
展
し
ま
し
た
。
ま
さ
か
、
二
〇
二
一

年
の
今
の
今
ま
で
、
コ
ロ
ナ
渦
が
続
く
と

は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
た
ち
法
人
会
活
動
も
こ
れ
に
よ
り
大

き
く
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
定

時
総
会
は
形
を
変
え
、《
全
国
青
年
の
集

い
・
島
根
大
会
》
が
、
そ
の
他
、
単
会
、

　
　
　
女
性
部
会

　
　
　
　
　
部
会
長
　
志
村
美
貴
代

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
三
年
の
年
頭
に
あ
た
り
謹
ん

で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
一
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
流
行
し
、
年
が
明
け
た
今
も

収
束
せ
ず
、
う
が
い
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク

着
用
、
三
密
回
避
等
の
新
し
い
生
活
様
式

が
定
着
し
、
私
た
ち
法
人
会
活
動
も
中
止

や
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
徐
々

に
活
動
が
再
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
流
行
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

展
す
る
契
機
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で

は
時
差
出
勤
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
オ
フ
ィ
ス
内
の
人
数
を
減
ら
し
た
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
や
商
談
が
増
え
、

働
き
方
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
私

た
ち
も
リ
モ
ー
ト
ツ
ー
ル
の
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
ｍ
」

を
活
用
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
活
動
で
は
、
全
国
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
愛
媛
大
会
、
日
帰
り
研
修
会
、
お
母

さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会
が
中
止
、
福
祉
施
設

慰
問
も
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
都
留
市

内
施
設
の
「
回
生
荘
」
へ
タ
オ
ル
五
十
枚

と
、
マ
ス
ク
三
百
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

県
連
、
全
国
青
連
協
の
事
業
の
多
く
が
中

止
、
も
し
く
は
例
年
と
は
違
う
形
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
令
和
二
年
度
、
第
三
十
六

回
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
募
集
事
業

は
、
大
月
支
部
・
都
留
支
部
の
共
催
に
て
、

そ
の
歴
史
と
伝
統
を
継
続
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
も
単
に
大
月
・
都
留
両
支

部
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
例
年
と
は
違
う
事
を
考
え
、
工
夫
を

し
、
そ
し
て
新
し
い
形
が
生
ま
れ
、
進
化
・

成
長
し
て
い
く
ん
で
す
ね
。
こ
う
し
て
人

類
は
そ
の
歴
史
上
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
来
た
の
で
す
。
き
っ
と
二
〇
二
一

年
の
早
々
に
、
人
類
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（COVID-19

）
も
乗
り
越
え

て
い
く
事
で
し
ょ
う
。そ
し
て
延
期
と
な
っ

て
い
る
《
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
》
も
無
事
に
終
え
、
法
人
会
活

動
も
す
べ
て
が
計
画
通
り
に
実
施
さ
れ
安

寧
の
日
々
が
戻
る
事
で
し
ょ
う
。
今
は
た

だ
た
だ
そ
れ
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

二
〇
二
一
年
、
こ
の
願
い
が
現
実
と

な
っ
た
暁
に
は
、
青
年
部
会
員
の
皆
様
は

も
と
よ
り
、
税
務
当
局
、
本
会
、
女
性
部

会
、
関
係
団
体
の
皆
様
に
は
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
た
青
年
部
会
と
共
催
と
な
る
年
末
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
都

留
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
例
年
通
り
金
一

封
の
寄
付
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
公
益
事
業
の
目
玉
と
な
る
小
学
生
の
租

税
教
室
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
租
税

教
室
と
の
連
動
事
業
と
な
る
税
金
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
は
上
野
原
西
小
学
校
か
ら
少
数

な
が
ら
も
応
募
を
頂
き
全
員
が
特
別
賞
に

入
選
し
ま
し
た
。
県
下
四
単
位
会
共
催
と

な
る
税
金
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
西

桂
小
学
校
か
ら
六
十
七
点
、
禾
生
第
一
小

学
校
か
ら
二
十
八
点
の
応
募
が
あ
り
、
当

会
募
集
作
品
の
中
か
ら
最
優
秀
と
な
る
山

梨
県
連
会
長
賞
に
選
ば
れ
、
全
法
連
ま
で

届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
が
明
け
て
、
一
月
十
四
日
に
は
大
月

法
人
会
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
記
念
式
典
、
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
飲
食
を
伴
う
記
念

祝
賀
会
及
び
賀
詞
交
歓
会
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
大
月
法
人
会
の
七
十
年
を
振

り
返
る
と
と
も
に
新
た
な
十
年
へ
向
け
た

ス
タ
ー
ト
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
税
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
始
め

地
域
社
会
貢
献
活
動
、
並
び
に
会
員
相
互

の
交
流
を
深
め
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業

の
発
展
を
祈
念
し
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

（3）

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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令
和
二
年
十
一
月
十
二
日
㈭
、
大
月
税

務
署
三
階
大
会
議
室
に
於
い
て
、
納
税
表

彰
状
等
贈
呈
式
が
挙
行
さ
れ
、
税
務
行
政

全
般
に
尽
力
さ
れ
、
功
労
の
あ
っ
た
方
々

に
表
彰
状
の
授
与
並
び
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
月
法
人
会
か
ら
受
彰
さ
れ
た
方
々
を

以
下
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
受
彰
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

署
長
表
彰

　

常
任
理
事　

上
野
原
支
部
長

　
　

㈱
鈴
木
製
作
所　
　

鈴
木　

誠
一
様

　

常
任
理
事　

河
口
湖
西
支
部
長

　
　

㈱
協
和
生
コ
ン　
　

倉
澤　

鶴
義
様

　

理
事　

都
留
副
支
部
長

　
　

㈲
印
刷
エ
ト
リ　
　

餌
取　

一
成
様

署
長
感
謝
状

　

副
会
長　

青
年
部
会
長

　
　

吉
田
精
工
㈱　
　
　

吉
元　
　

潤
様

　

常
任
理
事

　
　

富
士
観
光
開
発
㈱　

小
谷
田　

融
様

　

理
事　

女
性
部
会
大
月
支
部
長

　
　

㈱
龍
美
建
設　
　
　

清
水
美
恵
子
様

関
係
民
間
団
体
長
会
会
長
感
謝
状

　

理
事
相
当

　
　

富
士
航
空
電
子
㈱　

吉
澤　

武
司
様

　

理
事
相
当　

青
年
部
会
忍
野
・
山
中
湖
支
部
長

　
　

㈱
渡
辺
工
務
店　
　

渡
邊　

教
彦
様

　

理
事
相
当　

青
年
部
会
大
月
副
支
部
長

　
　
㈲
西
忠
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー　

西
室　

信
男
様

　

青
年
部
会
広
報
委
員
長

　
　

堀
内
電
気
㈱　
　
　

堀
内　

慎
也
様

　

女
性
部
会
幹
事

　
　

船
津
観
光
㈱　
　
　

梶
原　

広
子
様

　

女
性
部
会
幹
事

　
　

㈱
弘
美
イ
ン
テ
リ
ア　

森
嶋　

友
子
様

令
和
二
年
度  

納
税
表
彰

吉田精工㈱
吉元　　潤 様

㈱鈴木製作所
鈴木　誠一 様

富士観光開発㈱
小谷田　融 様

㈱協和生コン
倉澤　鶴義 様

㈲西忠エージェンシー
西室　信男 様

㈱龍美建設
清水美恵子 様

㈲印刷エトリ
餌取　一成 様

大月税務署長表彰

関係民間団体長会会長感謝状

大月税務署長感謝状

堀内電気㈱
堀内　慎也 様

富士航空電子㈱
吉澤　武司 様

㈱渡辺工務店
渡邊　教彦 様

船津観光㈱
梶原　広子 様

㈱弘美インテリア
森嶋　友子 様
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三
、
関
係
民
間
団
体
長
会
会
長
感
謝
状
被
贈 

　
　
呈
候
補
者
推
薦
の
件

報
告
事
項

一
、
今
後
の
主
要
事
業
の
件

二
、
会
員
状
況
及
び
会
員
増
強
の
件

三
、
福
利
厚
生
制
度
推
進
の
件

四
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
利
用
状
況 

　
　
の
件

五
、
ビ
デ
オ
会
議
ツ
ー
ル
ズ
ー
ム
体
験
講
習 

　
　
会
開
催
の
件

六
、
令
和
三
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言 

　
　
の
件

七
、
大
月
法
人
会
だ
よ
り
「
か
つ
ら
川
」
第 

　
　
一
七
七
号
発
行
の
件

正
副
会
長
会

第
二
回
理
事
会

　
令
和
二
年
十
月
二
十
一
日
㈬
、
午
前
九
時

三
〇
分
よ
り
大
月
法
人
会
館
に
於
い
て
正
副

会
長
会
、
十
一
時
よ
り
ア
ピ
オ
プ
ラ
ザ
都
留

に
於
い
て
理
事
会
を
開
催
。
審
議
事
項
に
つ

い
て
は
、
全
項
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項

一
、
令
和
二
年
度
上
期
活
動
報
告
及
び
代
表 

　
　
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状 

　
　
況
報
告
、
並
び
に
令
和
二
年
度
上
期
会 

　
　
計
報
告
の
件

二
、
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の
件

県
連
役
員
と
の
会
議

八
月
二
十
七
日
㈭
　
大
月
法
人
会
館
　

関
係
民
間
団
体
事
務
局
長
会

十
月
二
日
㈮
　
大
月
税
務
署

関
係
民
間
団
体
長
会

十
月
二
十
三
日
㈮
　
大
月
税
務
署
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支
部
活
動
報
告

河
口
湖
東
西
支
部
役
員
会

九
月
十
八
日
㈮
　
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

大
月
支
部
総
会
・
税
務
研
修
会

十
一
月
二
十
六
日
㈭
　
大
月
法
人
会
館

上
野
原
・
大
月
・
都
留
支
部
長
会
議

十
月
八
日
㈭
　
大
月
法
人
会
館

都
留
支
部
総
会
・
税
務
研
修
会

十
一
月
十
八
日
㈬
　
山
一

上
野
原
支
部
総
会
・
税
務
研
修
会

十
一
月
十
一
日
㈬
　
上
野
原
市
も
み
じ
ホ
ー
ル

青
年
部
会
活
動
報
告

第
三
十
六
回

「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」

募
集
事
業
に
つ
い
て

　

当
該
事
業
は
、
毎
年
十
一
月
の
「
税
を

考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
令
和
二
年
度
は
都
留
支
部
、
大
月

支
部
が
担
当
と
な
り
、
県
立
都
留
興
譲
館

高
校
及
び
県
立
都
留
高
校
の
二
校
が
募
集

対
象
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
日
に
峪
税
務
署
長
は
じ
め
山

口
統
括
官
、
鈴
木
上
席
官
に
同
行
い
た
だ

き
両
校
を
訪
問
し
事
業
実
施
協
力
を
依
頼

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
都
留
市
役
所
に

訪
問
し
堀
内
市
長
に
、
大
月
市
役
所
に
訪

問
し
小
林
市
長
に
事
業
の
説
明
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

大月税務署長賞
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八
月
末
に
両
校
よ
り
九
百
二
十
二
点
の

募
集
作
品
が
出
揃
い
、
九
月
中
旬
に
そ
れ

ぞ
れ
の
支
部
に
よ
る
一
次
選
考
会
を
実
施

し
百
二
十
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
法
人
会
正
副
会
長
、
青
年

部
会
会
員
の
皆
様
方
に
郵
送
に
て
二
次
選

考
投
票
を
お
願
い
し
、
特
別
賞
六
作
品
、

金
賞
か
ら
佳
作
ま
で
の
二
十
六
作
品
合
計

三
十
二
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
三
十
日
都
留
興
譲
館
高
校
に
、

十
二
月
一
日
に
都
留
高
校
に
於
い
て
峪
税

務
署
長
、
山
口
統
括
官
、
鈴
木
上
席
官
に

ご
臨
席
を
賜
り
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、

表
彰
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
例
年
の

法
人
会
館
へ
集
合
し
て
の
最
終
選
考
会
の

開
催
を
困
難
と
判
断
し
、
在
宅
に
よ
る
投

票
選
考
の
方
法
と
し
、
表
彰
式
で
は
各
校

へ
出
向
き
感
染
予
防
を
第
一
に
、
限
ら
れ

た
人
数
で
行
い
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
関
係
の
皆
様
、
そ
し
て

素
晴
ら
し
い
標
語
の
数
々
を
考
え
て
応
募

し
て
く
だ
さ
っ
た
高
校
生
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

青
年
部
会
都
留
支
部
長　

菊
地　

明
久

　

青
年
部
会
大
月
支
部
長　

佐
々
木
弘
之

都留市長賞

都留興譲館高校　特別賞入賞者税務署掲示　都留支部

税理士会大月支部長賞

税務署掲示　大月支部

大月市長賞

都留高校　特別賞入賞者
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令和2年度  第36回  高校生の税に関する標語優秀作品
大
月
税
務
署
長
賞

接
触
を　

避
け
て
納
税　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

二
年　

水
越　

摂
奈

都
留
市
長
賞

税
金
で　

明
る
い
未
来
の　

国
創
り

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

二
年　

尾
曲　

奏
音

大
月
市
長
賞

納
め
よ
う　

自
分
や
子
供　

孫
の
た
め

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

長
田
健
士
朗

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長
賞

税
金
が　

広
げ
る
支
援　

共
助
の
輪

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

佐
野　

知
美

大
月
法
人
会
長
賞

税
金
で　

受
け
る
恩
恵　

数
知
れ
ず

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

相
澤
つ
か
さ

大
月
法
人
会
青
年
部
会
長
賞

使
い
道　

知
れ
ば
納
得　

消
費
税

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

一
年　

三
澤　

未
藍

金　

賞

安
全
と　

日
々
の
暮
ら
し
を　

守
る
税

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

三
年　

小
松　

万
耶

申
告
は　

ネ
ッ
ト
で
行
な
い　

効
率
化

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

井
上　

成
菜

銀　

賞

税
金
と　

共
に
造
る　

未
来
地
図

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

一
年　

山
口
あ
か
り

税
金
の　

正
し
い
知
識
と　

情
報
を

都
留
高
等
学
校　
　
　

二
年　

小
林　

俊
介

銅　

賞

納
税
者　

未
来
の
日
本
の　

貢
献
者

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

一
年　

宮
本　

愛
姫

納
税
者　

国
を
支
え
る　

功
労
者

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

米
山　

敬
己

入　

選

税
金
を　

正
し
く
理
解　

支
え
合
い

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

三
年　

奈
良　

美
咲

税
金
は　

一
人
一
人
の　

思
い
や
り

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

一
年　

藤
本　

渉
夢

税
金
で　

未
来
の
社
会
を　

幸
せ
に

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

一
年　

中
野　

将
斗

税
金
が　

み
ん
な
の
生
活　

支
え
て
る

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

一
年　

富
田　

蒼
生

納
税
は　

国
を
支
え
る　

第
一
歩

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

一
年　

志
村　

陽
葵

縁
の
下　

社
会
を
支
え
る　

納
税
者

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

渡
辺　
　

楓

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ　

仕
組
み
を
知
れ
ば　

す
ぐ
で
き
る

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

塩
見　
　

仁

始
め
よ
う　

手
間
な
し
便
利
な　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

松
山　

春
輝

日
本
の
未
来　

造
ろ
う
守
ろ
う　

税
金
で

都
留
高
等
学
校　
　
　

二
年　

近
藤　

聡
美

税
金
で　

未
来
に
繋
が
る　

笑
顔
の
輪

都
留
高
等
学
校　
　
　

二
年　

幡
野　

健
太

佳　

作

税
金
が　

ぼ
く
ら
の
道
を　

作
っ
て
る

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

三
年　

宮
下　

尚
希

税
金
は　

み
ん
な
で
築
く　

豊
か
な
暮
ら
し

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

二
年　

佐
藤　

優
奈

納
税
は　

未
来
の
平
和　

つ
く
る
鍵

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

二
年　

渡
邉　

悠
斗

税
金
は　

輝
く
未
来
を　

つ
く
る
た
め

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

二
年　

小
林　

汰
晴

税
金
を　

ご
ま
か
す
あ
な
た　

ひ
と
で
な
し

都
留
興
譲
館
高
等
高
校　

一
年　

小
俣　

実
由

納
税
義
務　

存
在
意
義
を　

再
確
認

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

白
鳥　
　

霞

義
務
で
す
よ　

納
め
支
え
よ　

皆
の
世
を

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

堀
内
安
寿
香

人
つ
な
ぐ　

そ
の
納
税
を　

大
切
に

都
留
高
等
学
校　
　
　

三
年　

阿
部　

蒼
生

お
も
い
や
り　

み
ん
な
の
笑
顔　

守
る
税

都
留
高
等
学
校　
　
　

二
年　

荒
木　

咲
蘭

税
金
を　

使
っ
て
守
る　

公
共
機
関

都
留
高
等
学
校　
　
　

一
年　

和
田　

光
葵

青
年
部
会
役
員
会

十
一
月
十
七
日
㈫
　
大
月
法
人
会
館

青
年
部
会
・
女
性
部
会
打
合
せ
会
議

八
月
二
十
七
日
㈭
　
大
月
法
人
会
館
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県
内
四
法
人
会
共
催  

第
11
回

少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室
・
税
金
教
室

十
二
月
十
三
日
㈰
　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム 

創立70周年記念式典・記念講演会のご案内
  ○日　　時：令和３年１月 14 日（木）　午後 13 時 30 受付開始
  ○場　　所：ハイランドリゾートホテル＆スパ
  ○第 １ 部：記 念 式 典　午後２時～３時
  ○第 ２ 部：記念講演会　午後３時 15 分～４時 45 分
  　　　　　　講　師：落語家　林家たい平  師匠
  　　　　　　演　題：新春初笑い！「笑顔のもとに笑顔が集まる」
  　　　　　　聴講料：無料（先着 200 名様）
  ＊新型コロナウィルスの影響により第３部記念祝賀会・賀詞交歓会は中止とさせて頂きます

令
和
二
年
度
小
学
生
に
よ
る

「
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
税
金
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

前
号
の
大
月
法
人
会
だ
よ
り
「
か
つ
ら

川
」
に
て
経
過
報
告
の
と
お
り
、
租
税

教
室
及
び
税
金
絵
画
を
上
野
原
西
小
学
校

に
、
税
金
絵
は
が
き
を
西
桂
小
学
校
と
禾

生
第
一
小
学
校
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　

租
税
教
室
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
と
い

う
、
大
変
な
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
残
念
な

が
ら
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
会
活
動
報
告

絵画　特別賞入賞者

ヴァンフォーレ甲府選手によるサッカー教室

税金教室 開会式
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絵
画
も
同
様
に
児
童
へ
の
負
担
を
考
慮

し
て
、
任
意
提
出
の
夏
休
み
課
題
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
九
点
の
応
募
と
な
り
ま
し

た
が
、
少
数
な
が
ら
も
色
彩
豊
か
で
立
派

な
作
品
が
揃
い
ま
し
た
。
表
彰
式
は
十
二

月
二
日
に
学
校
へ
出
向
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

絵
は
が
き
は
、
西
桂
小
か
ら
九
十
七
点
、

禾
生
第
一
小
か
ら
四
十
六
点
の
応
募
を
頂

き
、
女
性
部
会
役
員
会
と
併
せ
て
優
秀
作

品
選
考
会
を
行
い
、
十
二
月
一
日
に
各
校

に
お
い
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
、
想
定
外

の
事
態
に
見
舞
わ
れ
、
行
事
や
催
し
が
変

更
・
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
開
催

校
は
も
と
よ
り
、
大
月
税
務
署
、
上
野
原

市
、
税
理
士
会
大
月
支
部
等
始
め
、
関
係

各
位
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
当

該
事
業
を
無
事
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様

方
に
、
心
か
ら
の
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

女
性
部
会
上
野
原
副
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋
き
よ
美

絵はがき　大月税務署長賞

絵はがき　特別賞入賞者

税務署展示　上野原支部

絵はがき　山梨県連会長賞

絵画　上野原市長賞 絵画　大月税務署長賞

絵画　税理士会大月支部長賞
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小
学
生
の
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

入 

賞 

作 

品

大月税務署長賞　　上野原西小学校　六年　志村　優太

東京地方税理士会大月支部長賞　上野原西小学校　六年　阿部　桃子

　大月法人会女性部会長賞
　　　　上野原西小学校　六年　志村　琴彩

大月法人会女性部会長賞
  上野原西小学校　六年　石丸　優

　大月法人会女性部会長賞
　　　　上野原西小学校　六年　滝島　莉央

　大月法人会女性部会長賞
　　　　上野原西小学校　六年　三浦　泰生

　大月法人会女性部会長賞
　　　　上野原西小学校　六年　髙橋　凜

大月法人会長賞　上野原西小学校　六年　福地　ミケーレ俊郎

上野原市長賞　　上野原西小学校　六年　　宇津木　さら
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大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　６年　希代　夢穏

大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　６年　米山　武蔵

大月法人会長賞
西桂小学校　６年　志村　綾香

大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　６年　平井　羚夢

大月税務署長賞
西桂小学校　６年　佐藤　沙和

大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　６年　鈴木　啓史

山梨県法人会連合会会長賞
西桂小学校　６年　権守　陽依

大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　６年　齋院　佑斗

税
金
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル 

受 

賞 

作 

品

  

令
和
二
年
度
大
月
法
人
会
女
性
部
会
主
催

第
十
回
小
学
生
に
よ
る
税
金
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

山
梨
県
連
会
長
賞
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
権
　
守
　
陽
　
依

大
月
税
務
署
長
賞
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
佐
　
藤
　
沙
　
和

大
月
法
人
会
長
賞
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
志
　
村
　
綾
　
香

女
性
部
会
長
賞
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
希
　
代
　
夢
　
穏

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
齋
　
院
　
佑
　
斗

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
鈴
　
木
　
啓
　
史

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
平
　
井
　
羚
　
夢

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
米
　
山
　
武
　
蔵

佳　
　
　
　
　

作
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
大
　
谷
　
柚
　
葉

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
勝
　
俣
　
結
　
蘭

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
杉
　
田
　
祐
　
也

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
永
　
井
　
遼
　
岳

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
前
　
田
　
虹
　
呼

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
槇
　
田
　
未
　
侑

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
宮
　
下
　
阿
陸
路

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
谷
　
内
　
花
　
奏

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
渡
　
辺
　
史
　
緒

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
六
年
　
渡
　
邉
　
心
　
音

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
五
年
　
相
　
川
　
栞
　
汰

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
五
年
　
小
野
田
　
莉
　
瑚

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
五
年
　
小
　
山
　
に
　
こ

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
五
年
　
坂
　
根
　
瑠
　
華

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
五
年
　
重
　
田
　
美
　
緒

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
五
年
　
平
　
井
　
京
之
介

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
五
年
　
平
　
田
　
澪
　
璃

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
　
五
年
　
渡
　
辺
　
凜
　
愛

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
禾
生
第
一
小
学
校
　
五
年
　
井
　
上
　
奏
　
衣

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
禾
生
第
一
小
学
校
　
五
年
　
小
　
林
　
蒼
　
彩

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
禾
生
第
一
小
学
校
　
五
年
　
小
　
林
　
乃
　
笑

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
禾
生
第
一
小
学
校
　
五
年
　
橋
　
本
　
幸
　
奈

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
禾
生
第
一
小
学
校
　
五
年
　
増
　
本
　
翔
　
太
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第
十
七
回
慰
問
活
動

十
月
二
十
九
日
㈭
　
回
生
荘

富
士
吉
田
・
河
口
湖
支
部
税
務
研
修
会

十
一
月
十
二
日
㈭
　
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

県
連
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

十
二
月
三
日
㈭
　
山
梨
学
院
小
学
校

女
性
部
会
役
員
会
・
税
務
研
修
会

九
月
二
十
八
日
㈪
　
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

青
年
部
会
・
女
性
部
会
寄
付

十
二
月
七
日
㈪
　
都
留
市
社
会
福
祉
協
議
会

都
留
支
部
税
務
研
修
会

十
月
十
八
日
㈰
　
山
一

富
士
吉
田
支
部
税
務
研
修
会

十
月
二
十
日
㈫
　
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル
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県
連
正
副
会
長
会

十
月
二
十
七
日
㈫
　
甲
府
法
人
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
細
田
会
長
出
席

広
報
委
員
会

十
一
月
五
日
㈭
　
大
月
法
人
会
館

総
務
委
員
会

十
月
十
二
日
㈪
　
大
月
法
人
会
館

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会

八
月
二
十
七
日
㈭
　
十
月
八
日
㈭

十
一
月
二
十
日
㈮
　
十
二
月
十
八
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

大
月
法
人
会
館

ビ
デ
オ
会
議
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
体
験
講
習
会

十
一
月
十
六
日
㈪
　
大
月
法
人
会
館

組
織
・
厚
生
合
同
委
員
会

十
月
十
五
日
㈭
　
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

研
修
・
税
制
合
同
委
員
会

十
月
六
日
㈫
　
大
月
法
人
会
館

県
下
四
単
位
会
専
務
理
事
・
事
務
局
長
会
議

十
月
九
日
㈮
　
甲
府
法
人
会
館

○
株
式
会
社
小
俣
興
業

　
（
上
野
原
市
上
野
原
二
八
九
七
）

　
　
　

代
表
取
締
役　

杉
本
比
佐
夫

○
有
限
会
社
丸
光
建
販

　
（
南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
二
〇
三
―
三
）

　
　
　

代
表
取
締
役　

坂
本
　
暉
朗

新
入
会
員
紹
介
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新
設
法
人
説
明
会

十
二
月
十
五
日
㈫
　
五
名
　
大
月
法
人
会
館

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
一
月
十
六
日
㈪
　
都
留
市
役
所

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
一
月
二
十
六
日
㈭
　
大
月
市
役
所

決
算
法
人
説
明
会

十
月
二
十
二
日
㈭
　
　
七
名
　
大
月
法
人
会
館

十
一
月
十
九
日
㈭
　
十
三
名
　
大
月
法
人
会
館

　当会顧問の滝口哲夫氏が11月20日に満100歳の
お誕生日を迎えられました。おめでとうございます。
　滝口顧問には多年にわたり専務理事及び副会長を
務められ、大月法人会の礎を築いて下さいました。
　これからも変わらず元気で長生きしてください。

祝！百寿  滝口哲夫顧問
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二
〇
二
一
年
の
県
内
経
済
の
展
望

山
梨
中
銀
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
　
経
済
調
査
部  

部
長
　
小
　
柳
　
哲
　
史

　

昨
年
の
県
内
景
気
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
い
、
経
済
活
動
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
で

急
激
に
悪
化
し
ま
し
た
が
、
秋
口
以
降
は

経
済
活
動
が
再
開
し
た
こ
と
や
政
府
・
自

治
体
の
支
援
策
も
相
俟
っ
て
、
緩
や
か
な

持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

項
目
別
に
み
ま
す
と
、
生
産
は
、
本
県

の
主
力
産
業
で
あ
る
機
械
工
業
で
弱
い
動

き
が
続
き
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

拡
大
や
巣
ご
も
り
生
活
の
浸
透
、
次
世
代

通
信
規
格
「
５
Ｇ
」
の
本
格
化
に
伴
い
一

部
に
堅
調
な
品
目
が
み
ら
れ
た
一
方
、
自

動
車
部
品
や
工
作
機
械
な
ど
多
く
の
品
目

が
前
年
を
大
き
く
下
回
る
水
準
で
推
移
し

ま
し
た
。
宝
飾
、
ワ
イ
ン
、
ニ
ッ
ト
、
織

物
な
ど
の
地
場
産
業
も
、
外
出
自
粛
や
販

売
店
の
休
業
、
催
事
・
展
示
会
の
中
止
な

ど
を
背
景
に
、
全
体
と
し
て
は
厳
し
い
局

面
が
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
消
費
は
、
巣
ご
も
り
消
費

が
堅
調
に
推
移
し
た
一
方
、
外
出
を
控
え

る
動
き
が
強
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
要
不

急
の
消
費
が
軟
調
に
推
移
し
ま
し
た
。
観

光
関
連
に
お
い
て
も
、
同
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
外
国
人
観
光
客
は
ほ
ぼ
皆
無
と
な

り
、
国
内
観
光
客
も
低
調
に
推
移
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
夏
場
以
降
は
政
府

や
自
治
体
の
支
援
策
の
効
果
で
、
外
食
や

レ
ジ
ャ
ー
、
宿
泊
施
設
に
も
徐
々
に
改
善

の
動
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
県
内
景
気
を
展
望
し
ま
す
と
、

設
備
投
資
で
慎
重
姿
勢
が
続
く
一
方
、
個

人
消
費
は
改
善
傾
向
で
推
移
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
生
産
面
で
も
機
械
工

業
が
持
ち
直
し
て
い
く
と
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
全
体
と
し
て
は
緩
や
か
な
回
復
に

向
か
う
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
感

染
拡
大
防
止
と
経
済
活
動
の
両
立
を
図
る

な
か
で
、
そ
の
ペ
ー
ス
は
緩
や
か
な
も
の

に
止
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

項
目
別
に
み
ま
す
と
、
個
人
消
費
は
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
求
め
ら
れ
る
な
か

で
不
要
不
急
の
消
費
活
動
が
弱
含
む
一
方
、

巣
ご
も
り
関
連
消
費
は
堅
調
に
推
移
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
設
備
投
資
は
、
先
行

き
に
対
す
る
不
透
明
感
か
ら
力
強
さ
を
欠

く
動
き
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
一
方
、
公

共
投
資
は
、
防
災
・
減
災
関
連
の
投
資
が

底
堅
く
推
移
し
て
い
く
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

生
産
に
つ
い
て
、
半
導
体
製
造
装
置
や

５
Ｇ
関
連
の
電
子
部
品
な
ど
を
中
心
に
機

械
工
業
で
持
ち
直
し
の
動
き
が
続
く
と
み

ら
れ
ま
す
。
一
方
、
宝
飾
、
ワ
イ
ン
、
ニ
ッ

ト
、
織
物
な
ど
の
地
場
産
業
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
等
に
よ
る
国
内
需
要
の
伸
び
悩

み
、
輸
入
品
と
の
競
合
激
化
な
ど
か
ら
、

総
じ
て
厳
し
い
局
面
が
続
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
販
売
の
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
な

か
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新

た
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大
や
新
規
イ
ベ

ン
ト
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

観
光
関
連
は
、
当
面
の
間
外
国
人
観
光

客
の
復
調
は
見
通
せ
な
い
も
の
の
、
各
事

業
者
が
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
む
な
か

で
、
首
都
圏
に
近
い
優
位
性
を
活
か
し
て

国
内
観
光
客
を
取
り
込
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
今
夏
に
は
中
部
横
断
自

動
車
道
の
南
部
区
間
全
線
開
通
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
東
海
・
中
京
方
面
か
ら
の
観

光
客
増
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

さ
て
、陰
陽
五
行
に
よ
る
と
、２
０
２
１ 

年
は
「
辛
丑
（
か
の
と
・
う
し
）」
に
あ

た
り
ま
す
。「
辛
」
に
は
、
草
花
が
枯
れ

て
新
し
く
な
ろ
う
と
す
る
、
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
丑
」
は
、
種
子

に
詰
ま
っ
た
芽
が
ま
だ
伸
び
て
い
な
い
状

態
や
、
糸
が
入
り
組
ん
で
い
る
状
態
、
幼

子
の
縮
ん
だ
手
が
開
こ
う
す
る
状
態
を
示

す
と
言
わ
れ
て
お
り
、「
始
め
る
」「
結
ぶ
」

「
つ
か
む
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
る
と
「
辛
丑
」
の
年
は
、

「
新
た
な
時
代
で
の
成
長
に
向
け
、
人
々

の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
動
き
出
す
年
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
は
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
あ
り
方
が

見
直
し
を
迫
ら
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

先
行
き
不
透
明
感
は
未
だ
拭
え
ま
せ
ん

が
、「
牛
の
歩
み
も
千
里
」
の
言
葉
ど
お
り
、

未
知
の
時
代
で
あ
っ
て
も
足
元
の
一
歩
を

重
ね
る
こ
と
は
確
か
な
前
進
に
つ
な
が
り

ま
す
。
各
所
の
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知

恵
を
活
か
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
長
所
を
活
か
し
て
つ
な
が
り
、
支
え

あ
う
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
観
に
基
づ
く

社
会
経
済
下
で
の
躍
進
を
目
指
し
た
い
も

の
で
す
。
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２月１６日㈫
    　～３月１５日㈪ 大月税務署

３　階
大月市御太刀２－８－１０
大月地方合同庁舎

【受付】
午前８時30分から午後４時まで
※会場の混雑回避のために、受付を
　早めに締め切る場合があります。

【相談】
午前９時から午後５時まで

※土、日及び祝日を除きます。

開設期間 会　　場 所　在　地 時　　間

〇令和２年分の申告書作成会場では、混雑回避のために
　「入場整理券」を配付します。
〇入場整理券の配付状況に応じて受付を早めに締め切る
　場合があります。
〇駐車場は使用できますが駐車スペースに限りがありま
　す。満車時は周辺道路上での駐停車（入場順番待ち）は
　できませんので、できるだけ公共交通機関をご利用願
　います。
〇公的年金を受給されている方は、上記開設期間の前で
　も相談を受け付けております。

〇相談の従事者においては、日頃から手洗い・うがいの徹底や体調がすぐれない場合には相談に従事し
　ないといった対応をしているほか、相談の際はマスクやフェイスシールドを着用し、会場をこまめに
　換気するなどの対策を徹底しています。
〇来場の際は、できる限り少人数でお越しください。
〇来場の際は、マスクを着用の上、入口等でアルコール消毒液による手指の消毒にご協力いただくよう
　お願いします。
〇入場の際に検温を実施しており、37.5 度以上の発熱が認められる場合は、入場をお断りさせていただ
　きます。なお、発熱等の症状のある方や体調のすぐれない方は、無理をせず来場を控えていただくよ
　うお願いします。

会場内での感染防止策と来場される方へのお願い
～申告書作成会場及び税理士による無料申告相談会場は感染防止策を講じた上で開設します～

申告書作成会場 の開設について
～混雑 （3密） 回避のため入場整理券を配付します～

【案内図】
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大月税務署からのお知らせ
【問合せ先】  〒401―8502  大月市御太刀２－８－10   ℡  0554（22）3151（代表）
※お電話は、自動音声に従ってご用件の番号を選択いただくと、担当者がご用件にお答えします。

税理士による 無料申告相談 ～申告書を作成できます～
　申告書作成会場の開設期間以前に、次の日程で「税理士による無料申告相談」を実施しますので、
ご利用ください。

〇小規模納税者の所得税及び復興特別所得税・個人消費税、年金受給者並びに給与所得者の所得税及び復
　興特別所得税の申告書（土地、建物及び株式などの譲渡所得がある場合を除く。）を作成して提出でき
　ます。申告書等の提出のみの場合は、直接税務署にお持ちいただくか、郵送にてご提出ください。
〇確定申告に必要な書類（源泉徴収票など）、前年の申告書の控え、利用者識別番号・暗証番号のわかる
　書類、筆記具、印鑑及びマイナンバーに係る本人確認書類等をご持参ください。
〇事前予約制のため、予約者が優先となりますので、予約日・予約時間は厳守してください。
〇昼休みは、税理士が交代で対応しており、お待たせする場合がありますので、ご了承ください。
〇申告書用紙の発送時期によっては、無料相談が終了している場合がありますので、ご了承ください。

　　　 e-Tax 申告について 
～新型コロナウイルス感染防止の観点からもご自宅からのe-Tax をご利用ください～

２月１日㈪
２月２日㈫

２月５日㈮

２月３日㈬
２月４日㈭

期　　間 会　　　場

上野原市もみじホール　２階会議室

富士吉田市民会館　３階会議室

富士河口湖町役場  コンベンションホール

所　在　地
　午前10時～12時
　午後１時～３時
　   （事前予約制）
来場前に会場所在地
の市役所（町役場）へ
ご連絡ください。

上野原市上野原3832

富士吉田市緑ケ丘２-５-23

時　　間

富士河口湖町船津1700
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e-Tax 推進協議会からのお知らせ
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≪
は
じ
め
に
≫

　

我
が
国
経
済
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
流
行
に
飲
み
込
ま
れ
、
未
曽
有
と

も
い
え
る
危
機
的
事
態
に
直
面
し
た
。
感
染
リ

ス
ク
防
止
な
ど
社
会
的
要
因
に
よ
り
、
需
要
が

一
気
に
蒸
発
す
る
な
ど
経
済
社
会
活
動
が
ほ
と

ん
ど
機
能
不
全
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
危
機
に
対
す

る
政
策
は
通
用
せ
ず
、
個
人
の
生
活
や
中
小
を

中
心
と
し
た
企
業
の
経
営
に
対
す
る
財
政
支
援

と
い
う
社
会
政
策
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
ま
た
、
感
染
収
束
の
見
通
し
が
不
透
明
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
想
定
さ
れ
た
Ｖ
字
回

復
は
困
難
と
な
り
、
企
業
も
個
人
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
を
前
提
と
し
た
「
新
し
い

日
常
」
へ
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
税
財
政
改
革
が
一

時
棚
上
げ
状
態
と
な
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

を
目
的
と
し
た
二
次
に
わ
た
る
今
年
度
補
正
予

算
で
約
58
兆
円
近
い
赤
字
国
債
を
追
加
発
行

す
る
な
ど
、
財
政
の
悪
化
は
急
速
か
つ
深
刻
化

す
る
形
と
な
っ
た
。
し
か
も
本
年
の
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」（
骨
太
の
方
針

２
０
２
０
）
は
、
国
家
的
課
題
で
あ
る
財
政
健

全
化
に
つ
い
て
、
堅
持
し
て
き
た
２
０
２
５
年

度
の
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
＝
Ｐ
Ｂ
）
黒
字
化
目
標
を
明
記
し
な
か
っ

た
。
追
加
発
行
さ
れ
た
国
債
の
返
済
計
画
に
つ

い
て
も
明
確
な
言
及
は
な
か
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
先
進
各
国
も

多
額
の
国
債
を
発
行
し
て
い
る
が
、
多
く
の
国

は
返
済
計
画
の
議
論
に
入
っ
て
お
り
、
我
が
国

の
財
政
規
律
の
緩
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。
せ
め

て
返
済
財
源
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

を
見
据
え
つ
つ
、
現
世
代
の
負
担
で
解
消
す
る

よ
う
早
急
に
議
論
を
開
始
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
ほ
か
に
も
我
が
国

経
済
の
弱
点
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル

化
対
応
の
遅
れ
や
中
小
企
業
を
は
じ
め
と
し
た

経
営
基
盤
の
脆
弱
さ
な
ど
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
収

束
後
に
向
け
、
禍
を
転
じ
て
福
と
な
す
べ
く
規

制
改
革
や
税
財
政
上
の
対
応
を
積
極
的
に
進
め

経
済
再
生
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

≪
基
本
的
な
課
題
≫

Ⅰ
．
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

　

我
が
国
の
税
財
政
改
革
は
、
一
時
棚
上
げ
状

態
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流

行
と
い
う
非
常
事
態
へ
の
対
応
を
最
優
先
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結

果
、
今
年
度
の
国
債
新
規
発
行
額
は
当
初
予
算

の
32
・
６
兆
円
に
一
次
、
二
次
の
補
正
予
算
で

57
・
６
兆
円
が
追
加
さ
れ
90
・
２
兆
円
に
上
っ

て
い
る
。

　

す
で
に
、
我
が
国
財
政
は
地
方
を
合
わ
せ
た

長
期
債
務
残
高
が
１
、１
０
０
兆
円
を
超
し
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
２
倍
と
、
先
進
国
の
中

で
突
出
し
て
悪
化
し
て
い
る
。
歴
代
政
権
の
多

く
が
社
会
保
障
を
中
心
と
し
た
「
受
益
」
と
税

や
社
会
保
険
料
と
い
っ
た
「
負
担
」
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
を
放
置
し
、
平
時
で
さ
え
も
財
政
健
全

化
を
怠
っ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
多

額
な
債
務
が
上
乗
せ
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
い

く
ら
使
途
が
国
民
生
活
支
援
と
中
小
企
業
を
は

じ
め
と
し
た
企
業
の
収
入
補
填
な
ど
の
危
機
対

応
策
が
不
可
欠
だ
っ
た
と
は
い
え
、
財
政
規
律

は
完
全
に
タ
ガ
が
外
れ
た
状
態
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
財
政
破
綻
が
現
実
の

も
の
と
な
ろ
う
。
返
す
が
え
す
も
財
政
健
全
化

に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
政
治
の
怠
慢
が
悔
や
ま

れ
る
。

　

我
が
国
は
先
進
国
で
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
で
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
か
つ
人
口
が
減
少
す
る
と

い
う
極
め
て
深
刻
な
構
造
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

そ
し
て
今
後
も
新
た
な
感
染
症
の
大
流
行
や
経

済
危
機
、
大
規
模
な
自
然
災
害
の
発
生
が
考
え

ら
れ
る
。
せ
め
て
国
債
で
賄
っ
た
コ
ロ
ナ
対
策

費
の
負
担
に
つ
い
て
、
将
来
世
代
に
先
送
り
せ

ず
に
現
世
代
で
解
決
す
る
よ
う
議
論
を
開
始
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で
「
コ
ロ
ナ
後
」

を
見
据
え
た
本
格
的
な
税
財
政
改
革
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と
財
政 

　
　

健
全
化

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
収
束
の
見
通
し
が

立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
は
長
期
化
が

予
想
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
と
経
済
活
性
化
の
両
立
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
っ
て
発
生
し
た
生
活
困
窮
者
や
経
営

基
盤
が
脆
弱
な
中
小
企
業
に
は
、
引
き
続
き
実

態
等
を
見
極
め
な
が
ら
効
果
的
な
支
援
措
置
を

迅
速
に
講
じ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
先
進
各
国
に
比

べ
て
遅
れ
が
目
立
っ
た
デ
ジ
タ
ル
化
も
早
急
に

推
進
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
金
融
や
医
療
、

勤
務
形
態
な
ど
だ
が
、
こ
れ
ら
は
生
産
性
向
上

に
資
す
る
分
野
で
も
あ
り
、
思
い
切
っ
た
規
制

緩
和
や
意
識
改
革
が
必
要
に
な
ろ
う
。

　

一
方
で
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
国
債

発
行
額
は
途
方
も
な
い
金
額
に
上
り
、
今
年

度
一
般
会
計
予
算
は
２
次
補
正
後
で
歳
出
が

１
６
０
兆
円
を
超
え
た
。
ま
た
、
地
方
を
合
わ

せ
た
Ｐ
Ｂ
赤
字
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
12
・
８
％
の
67
・

５
兆
円
と
昨
年
度
の
赤
字
14
・
５
兆
円
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
・
６
％
か
ら
急
激
に
悪
化
し
た
。

　

本
年
７
月
に
公
表
さ
れ
た
内
閣
府
の
「
中
長

期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
」
に
よ
る
と
、

今
後
の
見
通
し
も
極
め
て
厳
し
い
。
政
府
が
財

政
健
全
化
目
標
と
し
て
い
た
２
０
２
５
年
度
の

Ｐ
Ｂ
黒
字
化
に
向
け
た
２
０
２
１
年
度
の
中
間

目
標
「
Ｐ
Ｂ
赤
字
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
・
５
％
程
度
」

な
ど
は
ク
リ
ア
不
可
能
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
５
年
度
の
黒
字
化
目
標
に
つ
い
て
も
、

成
長
実
現
ケ
ー
ス
で
７
・
３
兆
円
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

１
・
１
％
の
赤
字
が
残
り
、
黒
字
化
は
２
０
２
９

年
度
へ
と
大
き
く
後
退
す
る
と
み
て
い
る
。
し

か
も
、
こ
の
試
算
は
名
目
経
済
成
長
率
を
３
％

台
と
民
間
予
測
を
大
幅
に
上
回
る
甘
い
経
済
前

提
か
ら
導
い
た
数
字
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
２
０
２
５
年
度
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
の
目

標
を
簡
単
に
放
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。
試
算
は

今
後
我
が
国
が
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
本
格

的
な
税
財
政
改
革
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
追
加
発
行
さ
れ
た
多

額
の
国
債
の
影
響
を
直
接
的
に
受
け
る
わ
け
で

も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｐ
Ｂ
は
財
政
収
支
や
債

務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
な
ど
の
指
標
と
違
っ
て
国

債
に
関
す
る
収
支
を
除
外
し
て
計
算
す
る
単
年

度
収
支
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

我
が
国
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
団
塊
の
世
代

の
先
頭
が
75
歳
の
後
期
高
齢
者
に
入
り
始
め
、

社
会
保
障
給
付
の
急
膨
張
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

本
来
な
ら
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
で

予
定
さ
れ
た
消
費
税
率
引
き
上
げ
時
期
な
ど
を

先
送
り
せ
ず
、
早
期
に
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
を
達
成
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
ま
っ
た
く
予
期
せ
ぬ
事
態

に
襲
わ
れ
た
と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
な
ど
先
進
国

の
多
く
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
政
府
債
務
の

負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
に
入
っ
て
い
る
。

財
政
悪
化
が
際
立
つ
我
が
国
が
そ
こ
か
ら
逃
げ

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
た
ら
、
す
ぐ
に
本
格
的
な
税
財
政
改
革
に

乗
り
出
せ
る
よ
う
準
備
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
長
期
化
の
様
相
を
見 

　

せ
て
お
り
、
資
金
力
の
弱
い
中
小
企
業
は
す
で 

　

に
限
界
に
き
て
い
る
。
中
小
企
業
は
我
が
国 

　

企
業
の
大
半
を
占
め
て
お
り
、
地
域
経
済
の 

　

活
性
化
と
雇
用
の
確
保
な
ど
に
大
き
く
貢
献 

　

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
経
営
実
態
等
を 

　

見
極
め
な
が
ら
、
雇
用
と
事
業
と
生
活
を
守 

　

る
た
め
の
支
援
策
を
引
き
続
き
講
じ
て
い
く 

　

必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
国
や
地
方
は
今
般
の 

　

支
援
制
度
の
周
知
・
広
報
の
徹
底
や
申
請
手 

　

続
き
の
簡
便
化
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
給
付
等
、 

　

実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑵
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
の
収
束
を
見
据
え
つ
つ
、 

　

税
制
だ
け
で
な
く
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
や 

　

大
胆
な
規
制
緩
和
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て 

　

行
う
な
ど
、
日
本
経
済
の
迅
速
な
回
復
に
向 

　

け
た
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、 

令
和
三
年
度　

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人　

全
国
法
人
会
総
連
合
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需
要
喚
起
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
は
あ
る
が
、 

　

そ
れ
が
財
政
規
律
を
無
視
し
た
バ
ラ
マ
キ
政 

　

策
と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ 

　

る
。
と
り
わ
け
、
今
年
度
補
正
予
算
で
盛
り 

　

込
ま
れ
た
膨
大
な
予
備
費
に
つ
い
て
は
厳
し 

　

く
使
途
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑶
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ
り
、
コ
ロ 

　

ナ
収
束
後
に
は
本
格
的
な
歳
出
・
歳
入
の
一 

　

体
的
改
革
に
入
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
こ 

　

と
が
重
要
で
あ
る
。
歳
入
で
は
安
易
に
税
の 

　

自
然
増
収
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た 

　

歳
出
に
つ
い
て
は
聖
域
を
設
け
ず
に
分
野
別 

　

の
具
体
的
な
削
減
の
方
策
と
工
程
表
を
明
示 

　

し
、
着
実
に
改
革
を
実
行
す
る
よ
う
求
め
る
。

⑷
国
債
の
信
認
が
揺
ら
い
だ
場
合
、
長
期
金
利 

　

の
急
上
昇
な
ど
金
融
資
本
市
場
に
多
大
な
影 

　

響
を
与
え
、
成
長
を
阻
害
す
る
こ
と
が
考
え 

　

ら
れ
る
。
す
で
に
、
一
部
に
は
日
本
国
債
の 

　

格
付
け
引
き
下
げ
の
動
き
も
で
て
お
り
、
政 

　

府
・
日
銀
に
は
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
た
細 

　

心
の
政
策
運
営
を
求
め
た
い
。

２
、
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考
え
方

　

我
が
国
は
超
高
齢
化
と
少
子
化
が
先
進
国
の

中
で
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
。
高
齢

者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
に
は
、

社
会
保
障
給
付
費
が
１
９
０
兆
円
（
２
０
２
０

年
度
現
在
は
約
１
２
７
兆
円
）
に
達
す
る
見
込

み
で
あ
る
。
ま
た
、
目
の
前
に
は
、
団
塊
の
世

代
す
べ
て
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
医
療
と
介

護
の
給
付
費
急
増
が
見
込
ま
れ
る
「
２
０
２
５

年
問
題
」
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
は
財
政
と
表
裏
一
体
を
な
す
最
も

大
き
な
課
題
と
い
え
る
。
社
会
保
障
給
付
費
は

公
費
と
保
険
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
に
は
、
適
正

な
「
負
担
」
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、「
給
付
」

を
「
重
点
化
・
効
率
化
」
に
よ
っ
て
可
能
な
限

り
抑
制
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

　

今
国
会
で
は
年
金
改
革
法
が
成
立
し
、
公
的

年
金
の
受
給
開
始
時
期
の
選
択
肢
の
拡
大
、
短

時
間
労
働
者
へ
の
厚
生
年
金
の
適
用
拡
大
、
在

職
中
の
年
金
受
給
の
在
り
方
等
が
見
直
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
措
置
で
は
極
め
て
不
十
分

で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
は
大
胆
に
医
療
、

介
護
分
野
の
改
革
に
切
り
込
ん
で
い
く
べ
き
だ

ろ
う
。

　

社
会
保
障
の
あ
り
方
で
は
「
自
助
」「
公
助
」

「
共
助
」
の
役
割
と
範
囲
を
改
め
て
見
直
す
ほ

か
、
公
平
性
の
視
点
も
重
要
で
あ
る
。
医
療
保

険
の
窓
口
負
担
や
介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
な

ど
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
に
お
い
て
も
負
担
能

力
に
応
じ
た
公
平
な
負
担
を
原
則
と
す
る
必
要

が
あ
る
。

⑴
年
金
に
つ
い
て
は
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド 

　

の
厳
格
対
応
」、「
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上 

　

げ
」、「
高
所
得
高
齢
者
の
基
礎
年
金
国
庫
負 

　

担
相
当
分
の
年
金
給
付
削
減
」
等
、
抜
本
的 

　

な
施
策
を
実
施
す
る
。

⑵
医
療
は
産
業
政
策
的
に
成
長
分
野
と
位
置
付 

　

け
、
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
な
ど
大
胆
な
規
制
改 

　

革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
給
付
の
急
増
を
抑 

　

制
す
る
た
め
に
診
療
報
酬
（
本
体
）
体
系
を 

　

見
直
す
と
と
も
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
普
及 

　

率
を
さ
ら
に
高
め
る
。

⑶
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
持
続
性
を 

　

高
め
る
た
め
に
真
に
介
護
が
必
要
な
者
と
そ 

　

う
で
な
い
者
と
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
給
付 

　

及
び
負
担
の
あ
り
方
を
見
直
す
。

⑷
生
活
保
護
は
給
付
水
準
の
あ
り
方
な
ど
を
見 

　

直
す
と
と
も
に
、
不
正
受
給
の
防
止
な
ど
さ 

　

ら
な
る
厳
格
な
運
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。

⑸
少
子
化
対
策
で
は
、
現
金
給
付
よ
り
保
育
所 

　

や
学
童
保
育
等
を
整
備
す
る
な
ど
の
現
物
給 

　

付
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、 

　

企
業
も
積
極
的
に
子
育
て
支
援
に
関
与
で
き 

　

る
よ
う
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業
の
さ
ら
な 

　

る
活
用
に
向
け
て
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
等
の
取
り
組 

　

み
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
は
安
定
財
源 

　

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑹
中
小
企
業
の
厳
し
い
経
営
実
態
を
踏
ま
え
、 

　

企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑
え
、
経 

　

済
成
長
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
社
会
保
障
制 

　

度
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

３
、
行
政
改
革
の
徹
底

　

昨
年
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
、
国
民

の
生
活
に
過
重
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。
今

般
の
国
会
議
員
の
歳
費
２
割
削
減
は
国
民
へ
の

配
慮
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
程
度
で
は
極
め
て
不

十
分
で
あ
り
小
手
先
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の

誹
り
は
免
れ
ま
い
。
地
方
議
員
も
国
会
議
員
以

上
の
報
酬
削
減
が
求
め
ら
れ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
も
、

与
野
党
を
含
め
て
政
治
の
対
応
が
迷
走
し
て
い

る
ほ
か
、
行
政
も
旧
態
依
然
と
し
た
仕
組
み
に

よ
る
矛
盾
や
悪
弊
が
明
ら
か
に
な
り
、
国
民
の

不
満
と
不
信
感
は
近
年
に
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
機
に
地
方
を
含
め
た
政
府
と
議

会
は
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神
に
基
づ

き
自
ら
身
を
削
る
な
ど
行
政
改
革
を
徹
底
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
下
の
諸
施
策
に
つ
い
て
、
直
ち
に
明
確
な

期
限
と
数
値
目
標
を
定
め
て
改
革
を
断
行
す
る

よ
う
強
く
求
め
る
。

⑴
国
・
地
方
に
お
け
る
議
員
定
数
の
大
胆
な
削 

　

減
、
歳
費
の
抑
制
。

⑵
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
国
・
地
方
公 

　

務
員
の
人
員
削
減
と
能
力
を
重
視
し
た
賃
金 

　

体
系
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
。

⑶
特
別
会
計
と
独
立
行
政
法
人
の
無
駄
の
削
減
。

⑷
積
極
的
な
民
間
活
力
導
入
を
行
い
成
長
に
つ 

　

な
げ
る
。

４
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
す
で
に
運
用
を
開

始
し
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
率
が
低
い
な
ど
、
国
民
や
事
業
者
が
正
し
く

制
度
を
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ

は
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
も
給
付
金
申
請

手
続
き
の
混
乱
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
政

府
は
制
度
の
意
義
等
の
周
知
に
努
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に

本
腰
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
２
０
２
１
年
３
月
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利

用
が
可
能
に
な
る
の
は
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
や
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
場
合
の

申
告
納
税
手
続
き
の
簡
素
化
や
各
種
手
当
等
の

申
請
手
続
き
の
簡
略
化
を
図
れ
ば
、
よ
り
カ
ー

ド
普
及
に
も
つ
な
が
ろ
う
。

　

制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
年
金
情
報
流

出
問
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
個
人
情
報
の
漏
洩
、

第
三
者
の
悪
用
を
防
ぐ
た
め
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
な
ど
制
度
の
適
切
な
運
用
が
担
保
さ
れ
る

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
意
識
を
徹

底
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
と
税
、
災
害
対
策
と
な
っ

て
い
る
利
用
範
囲
を
ど
こ
ま
で
広
げ
る
か
は
今

後
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
っ
て
世
帯
収
入
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
が
迅
速
に
収
集
で
き
れ
ば
、
社
会
保
障
や
税

の
新
た
な
制
度
設
計
な
ど
に
役
立
つ
か
ら
だ
が
、

そ
れ
に
は
広
範
な
国
民
的
議
論
も
必
要
と
な
ろ

う
。

Ⅱ
、
中
小
企
業
が
事
業
継
続
す
る
た
め
の
税
制 

　
　

措
置

１
、
法
人
税
関
係

　

中
小
企
業
は
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
だ

け
で
は
な
く
、
我
が
国
経
済
の
礎
で
あ
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
や
厳
し
い
環
境
変
化
に
対
応
し
、

そ
の
存
在
感
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
税
制
の
確

立
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
中
小
企
業
は
新
型
コ
ロ
ナ

拡
大
に
よ
る
深
刻
な
影
響
を
受
け
不
安
が
増
幅

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

も
多
発
す
る
な
ど
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
事
業
を
継

続
し
て
い
く
た
め
の
税
制
措
置
の
拡
充
等
が
必

要
で
あ
る
。

⑴
法
人
税
率
の
軽
減
措
置

　

中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税
率
の
特
例 

　

15
％
を
本
則
化
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和 

　

56
年
以
来
、
８
０
０
万
円
以
下
に
据
え
置
か 

　

れ
て
い
る
軽
減
税
率
の
適
用
所
得
金
額
を
、 

　

少
な
く
と
も
１
、６
０
０
万
円
程
度
に
引
き
上 

　

げ
る
。
な
お
、
本
制
度
は
令
和
３
年
３
月
末 

　

日
が
適
用
期
限
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、 

　

直
ち
に
本
則
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は 
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適
用
期
限
を
延
長
す
る
。

⑵
中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済
活
性
化
に 

　

資
す
る
措
置

　

租
税
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
公
平
性
・
簡 

　

素
化
の
観
点
か
ら
、
政
策
目
的
を
達
し
た
も 

　

の
は
廃
止
を
含
め
て
整
理
合
理
化
を
行
う
必 

　

要
は
あ
る
が
、
中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど 

　

経
済
活
性
化
に
資
す
る
措
置
は
、
以
下
の
と 

　

お
り
制
度
を
拡
充
し
た
う
え
で
本
則
化
す
べ 

　

き
で
あ
る
。

　

①
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い
て
は
、 

　
　

対
象
設
備
を
拡
充
し
た
う
え
、「
中
古
設
備
」 

　
　

を
含
め
る
。
な
お
、
そ
れ
が
直
ち
に
困
難 

　
　

な
場
合
は
、
令
和
３
年
３
月
末
日
ま
で
と 

　
　

な
っ
て
い
る
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
延 

　
　

長
す
る
。

　

②
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金 

　
　

算
入
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
損
金
算 

　
　

入
額
の
上
限
（
合
計
３
０
０
万
円
）
を
撤 

　
　

廃
し
全
額
を
損
金
算
入
と
す
る
。

⑶
中
小
企
業
の
設
備
投
資
支
援
措
置

　

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
（
中
小
企
業
等
経 

　

営
強
化
法
）
や
、
中
小
企
業
が
取
得
す
る
償 

　

却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
例
（
生
産 

　

性
向
上
特
別
措
置
法
）
等
を
適
用
す
る
に
当 

　

た
っ
て
は
、
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
と
と
も 

　

に
、
事
業
年
度
末
（
賦
課
期
日
）
が
迫
っ
た 

　

申
請
や
認
定
に
つ
い
て
弾
力
的
に
対
処
す
る
。

　

な
お
、「
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
」、
お
よ 

　

び
令
和
元
年
度
税
制
改
正
で
創
設
さ
れ
た
「
中 

　

小
企
業
防
災
・
減
災
投
資
促
進
税
制
（
中
小 

　

企
業
強
靱
化
法
）」
は
、
令
和
３
年
３
月
末
日 

　

が
適
用
期
限
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適 

　

用
期
限
を
延
長
す
る
。

⑷
役
員
給
与
の
損
金
算
入
の
拡
充

　

①
役
員
給
与
は
原
則
損
金
算
入
と
す
べ
き
現 

　
　

行
制
度
で
は
、
役
員
給
与
の
損
金
算
入
の 

　
　

取
り
扱
い
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に 

　
　

報
酬
等
の
改
定
に
は
厳
し
い
制
約
が
課
せ 

　
　

ら
れ
て
い
る
。
役
員
給
与
は
、
本
来
、
職 

　
　

務
執
行
の
対
価
で
あ
り
、
原
則
損
金
算
入 

　
　

で
き
る
よ
う
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

②
同
族
会
社
も
業
績
連
動
給
与
の
損
金
算
入 

　
　

を
認
め
る
べ
き
経
営
者
の
経
営
意
欲
を
高 

　
　

め
、
企
業
に
活
力
を
与
え
る
観
点
か
ら
、 

　
　

同
族
会
社
に
お
け
る
役
員
の
業
績
連
動
給 

　
　

与
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、 

　
　

損
金
処
理
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

⑸
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対 

　

策
に
お
け
る
税
制
上
の
措
置
の
延
長
等

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
時
期
は
不
透 

　

明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
の
厳
し
い 

　

経
営
実
態
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
適
用
期
限 

　

の
延
長
や
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
。

２
、
消
費
税
関
係

　

消
費
税
は
社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保
と
財

政
健
全
化
に
欠
か
せ
な
い
が
、
昨
年
10
月
に
導

入
さ
れ
た
軽
減
税
率
制
度
は
事
業
者
の
事
務
負

担
が
大
き
い
う
え
、
税
制
の
簡
素
化
、
税
務
執

行
コ
ス
ト
お
よ
び
税
収
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら

問
題
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
か
ね
て
か
ら
税
率

10
％
程
度
ま
で
は
単
一
税
率
が
望
ま
し
く
、
低

所
得
者
対
策
は
「
簡
素
な
給
付
措
置
」
の
見
直

し
で
対
応
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
き
た
。
国
民
や
事
業
者
へ
の
影
響
、
低
所

得
者
対
策
の
効
果
等
を
検
証
し
、
問
題
が
あ
れ

ば
同
制
度
の
是
非
を
含
め
て
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。

⑴
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
「
消
費
税
転
嫁
対
策 

　

特
別
措
置
法
」
は
、
令
和
３
年
３
月
末
日
を 

　

も
っ
て
適
用
が
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い 

　

る
。
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
中
小
企 

　

業
が
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
考 

　

慮
す
る
と
、
同
特
別
措
置
の
適
用
期
限
を
延 

　

長
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
中
小
企
業 

　

が
適
正
に
価
格
転
嫁
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に 

　

実
効
性
の
高
い
対
策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

⑵
消
費
税
の
滞
納
防
止
は
税
率
の
引
き
上
げ
に 

　

伴
っ
て
よ
り
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

消
費
税
の
制
度
、
執
行
面
に
お
い
て
さ
ら
な 

　

る
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

⑶
シ
ス
テ
ム
改
修
や
従
業
員
教
育
な
ど
、
事
務 

　

負
担
が
増
大
す
る
中
小
企
業
に
対
し
て
特
段 

　

の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

⑷
令
和
５
年
10
月
か
ら
の
「
適
格
請
求
書
等
保 

　

存
方
式
」
導
入
に
向
け
、
令
和
３
年
10
月
よ 

　

り
「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
の
登
録
申 

　

請
が
は
じ
ま
る
。
こ
う
し
た
中
で
新
型
コ
ロ 

　

ナ
の
拡
大
が
特
に
小
規
模
事
業
者
等
の
事
業 

　

継
続
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ 

　

ら
事
業
者
が
事
務
負
担
増
等
の
理
由
に
よ
り 

　

廃
業
を
選
択
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
現
行 

　

の
「
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
」
を
当 

　

面
維
持
す
る
な
ど
、
弾
─
力
的
な
対
応
が
求 

　

め
ら
れ
る
。

３
、
事
業
承
継
税
制
関
係

　

我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
確
保
な
ど
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
中
小
企
業
が
相
続
税
の

負
担
等
に
よ
っ
て
事
業
が
承
継
で
き
な
く
な
れ

ば
、
経
済
社
会
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
。

平
成
30
年
度
の
税
制
改
正
で
は
比
較
的
大
き
な

見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
抜
本
的
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

⑴
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り
離
し
た
本 

　

格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設

　

我
が
国
の
納
税
猶
予
制
度
は
、
欧
州
主
要
国 

　

と
比
較
す
る
と
限
定
的
な
措
置
に
と
ど
ま
っ 

　

て
お
り
、
欧
州
並
み
の
本
格
的
な
事
業
承
継 

　

税
制
が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
、
事
業
に
資 

　

す
る
相
続
に
つ
い
て
は
、
事
業
従
事
を
条
件 

　

と
し
て
他
の
一
般
資
産
と
切
り
離
し
、
非
上 

　

場
株
式
を
含
め
て
事
業
用
資
産
へ
の
課
税
を 

　

軽
減
あ
る
い
は
免
除
す
る
制
度
の
創
設
が
求 

　

め
ら
れ
る
。

⑵
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
の
充
実

　

平
成
30
年
度
税
制
改
正
で
は
、
中
小
企
業
の 

　

代
替
わ
り
を
促
進
す
る
た
め
、
10
年
間
の
特 

　

例
措
置
と
し
て
同
制
度
の
拡
充
が
行
わ
れ
た 

　

こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、
事
業
承
継
が
よ
り 

　

円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
以
下
の
措
置
を
求 

　

め
る
。

　

①
猶
予
制
度
で
は
な
く
免
除
制
度
に
改
め
る
。

　

②
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、 

　
　

よ
り
一
層
、
平
成
29
年
以
前
の
制
度
適
用 

　
　

者
に
対
し
て
も
適
用
要
件
を
緩
和
す
る
な 

　
　

ど
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

③
国
は
円
滑
な
事
業
承
継
が
図
ら
れ
る
よ
う
、 

　
　

経
営
者
に
向
け
た
制
度
周
知
に
努
め
る
必 

　
　

要
が
あ
る
。
な
お
、
特
例
制
度
を
適
用
す 

　
　

る
た
め
に
は
、
令
和
５
年
３
月
末
日
ま
で 

　
　

に
「
特
例
承
継
計
画
」
を
提
出
す
る
必
要 

　
　

が
あ
る
が
、
こ
の
制
度
を
踏
ま
え
て
こ
れ 

　
　

か
ら
事
業
承
継
の
検
討
（
後
継
者
の
選
任 

　
　

等
）
を
始
め
る
企
業
に
と
っ
て
は
時
間
的 

　
　

な
余
裕
が
な
い
こ
と
等
が
懸
念
さ
れ
る
。 

　
　

こ
の
た
め
、
計
画
書
の
提
出
期
限
に
つ
い 

　
　

て
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

４
、
相
続
税
・
贈
与
税
関
係

　

相
続
税
の
負
担
率
は
す
で
に
先
進
主
要
国
並

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
課
税
強
化

は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
な
お
、
贈
与
税
は
経

済
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
、
次
の
と
お
り
見

直
す
べ
き
で
あ
る
。

⑴
贈
与
税
の
基
礎
控
除
を
引
き
上
げ
る
。

⑵
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
特
別
控
除
額

　
（
２
、５
０
０
万
円
）
を
引
き
上
げ
る
。

５
、
地
方
税
関
係

⑴
固
定
資
産
税
の
抜
本
的
見
直
し

　

令
和
２
年
の
全
国
の
公
示
価
格
は
５
年
連
続 

　

で
上
昇
し
、
地
方
圏
に
お
い
て
も
、
全
用
途 

　

平
均
、
商
業
地
が
平
成
４
年
以
来
28
年
ぶ
り 

　

に
上
昇
に
転
じ
る
な
ど
、
地
価
は
全
国
的
に 

　

上
昇
傾
向
が
広
が
り
は
じ
め
た
。
令
和
３
年 

　

度
は
評
価
替
え
の
年
度
と
な
る
が
、
今
般
の 

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
企
業
に
多
大
な
影
響
を
与
え 

　

て
い
る
こ
と
か
ら
、
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ 

　

う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
都
市
計 

　

画
税
と
合
せ
て
評
価
方
法
お
よ
び
課
税
方
式 

　

を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
は
賦
課
課
税
方
式
で
あ 

　

り
、
納
税
者
自
ら
が
申
告
す
る
も
の
で
は
な 

　

い
こ
と
か
ら
、
制
度
に
対
す
る
不
信
感
も
一 

　

部
見
受
け
ら
れ
る
。
地
方
自
治
体
は
、
税
の
信 

　

頼
性
を
高
め
る
た
め
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

①
商
業
地
等
の
宅
地
を
評
価
す
る
に
当
た
っ 

　
　

て
は
、
よ
り
収
益
性
を
考
慮
し
た
評
価
に 

　
　

見
直
す
。
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②
家
屋
の
評
価
は
、
経
過
年
数
に
応
じ
た
評 

　
　

価
方
法
に
見
直
す
。

　

③
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
納
税
者
の
事
務 

　
　

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、「
少
額
資
産
」
の 

　
　

範
囲
を
国
税
の
中
小
企
業
の
少
額
減
価
償 

　
　

却
資
産
（
30
万
円
）
に
ま
で
拡
大
す
る
と 

　
　

と
も
に
、
賦
課
期
日
を
各
法
人
の
事
業
年 

　
　

度
末
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
諸
外
国
の
適 

　
　

用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
廃
止
を
含
め
抜
本 

　
　

的
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

④
固
定
資
産
税
の
免
税
点
に
つ
い
て
は
、
平 

　
　

成
３
年
以
降
改
定
が
な
く
据
え
置
か
れ
て 

　
　

い
る
た
め
、
大
幅
に
引
き
上
げ
る
。

　

⑤
国
土
交
通
省
、
総
務
省
、
国
税
庁
が
そ
れ 

　
　

ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
土
地
の
評
価
を 

　
　

行
っ
て
い
る
が
、
行
政
の
効
率
化
の
観
点 

　
　

か
ら
評
価
体
制
は
一
元
化
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵
事
業
所
税
の
廃
止

　

市
町
村
合
併
の
進
行
に
よ
り
課
税
主
体
が
拡 

　

大
す
る
ケ
ー
ス
も
目
立
つ
。
事
業
所
税
は
固 

　

定
資
産
税
と
二
重
課
税
的
な
性
格
を
有
す
る 

　

こ
と
か
ら
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

⑶
超
過
課
税

　

住
民
税
の
超
過
課
税
は
、
個
人
で
は
な
く
主 

　

に
法
人
を
課
税
対
象
と
し
て
い
る
う
え
、
長 

　

期
間
に
わ
た
っ
て
課
税
を
実
施
し
て
い
る
自 

　

治
体
も
多
い
。
課
税
の
公
平
を
欠
く
安
易
な 

　

課
税
は
行
う
べ
き
で
な
い
。

⑷
法
定
外
目
的
税

　

法
定
外
目
的
税
は
、
税
の
公
平
性
・
中
立
性 

　

に
反
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と 

　

も
に
、
税
収
確
保
の
た
め
に
法
人
企
業
に
対 

　

し
て
安
易
な
課
税
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

６
、
そ
の
他

⑴
配
当
に
対
す
る
二
重
課
税
の
見
直
し

　

配
当
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
配
当
控
除
制
度 

　

で
法
人
税
と
所
得
税
の
二
重
課
税
の
調
整
が 

　

行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
不
十
分
で
あ
り
、
さ 

　

ら
な
る
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

⑵
電
子
申
告

　

国
税
電
子
申
告
（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）
の
利
用
件
数 

　

は
年
々
拡
大
し
て
き
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る 

　

促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
制
度
の
一
層
の
利 

　

便
性
向
上
と
、
地
方
税
の
電
子
申
告
（
ｅ
Ｌ 

　

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
と
の
シ
ス
テ
ム
連
携
を
図
る
必
要 

　

が
あ
る
。

Ⅲ
、
地
方
の
あ
り
方

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
は
、
東
京

一
極
集
中
の
リ
ス
ク
を
浮
き
彫
り
に
す
る
一
方
、

地
方
分
権
化
と
広
域
行
政
の
必
要
性
も
改
め
て
問

い
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
地
方
分
権

化
は
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
見
直
し
、
財
政
や

行
政
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
地
方
活
性

化
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
こ
れ
を
機
に
分
権
化
の
議
論
が
さ
ら
に

高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

そ
の
際
に
最
も
重
要
な
の
は
、
地
方
が
自
立
・

自
助
の
精
神
を
理
念
と
し
、
自
ら
の
責
任
で
必

要
な
安
定
財
源
の
確
保
や
行
政
改
革
を
企
画
・

立
案
し
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理

念
と
手
法
は
地
方
創
生
戦
略
に
も
通
底
す
る
。

地
方
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
強
み
を
い
か

し
た
活
性
化
戦
略
を
構
築
し
、
地
域
の
民
間
の

知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、
新
た
な
地
場
技
術
や
ビ

ジ
ネ
ス
手
法
を
開
発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
真
の

活
性
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
、
近
年
、
そ
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
み
て
み
よ
う
。
今
般
の
制
度
改
正
で
は
過
度

な
返
礼
品
を
送
付
し
、
制
度
の
趣
旨
を
歪
め
て

い
る
よ
う
な
団
体
を
制
度
の
対
象
外
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

を
不
服
と
し
た
一
部
自
治
体
が
国
に
対
す
る
訴

訟
で
勝
訴
し
た
が
、
争
点
は
あ
く
ま
で
制
度
の

運
用
に
つ
い
て
で
あ
り
、
制
度
そ
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
住
民
税
は
居
住
自
治
体
の
会
費

で
あ
り
、
他
の
自
治
体
に
納
税
す
る
こ
と
は
地

方
税
の
原
則
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。

例
え
ば
納
税
先
を
納
税
者
の
出
身
自
治
体
に
限

定
す
る
な
ど
、
本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
た
さ
ら
な

る
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
財
源
を
め
ぐ
る

議
論
で
は
、
地
方
の
財
源
不
足
の
み
が
強
調
さ

れ
が
ち
だ
が
、
財
政
的
に
は
国
の
方
が
は
る
か

に
悪
化
し
て
い
る
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

緊
急
時
で
あ
る
現
在
は
国
の
支
援
が
欠
か
せ
な

い
に
し
て
も
、
今
後
の
税
財
政
改
革
に
は
感
情

的
で
は
な
い
冷
静
か
つ
客
観
的
な
議
論
が
必
要

で
あ
る
。

⑴
地
方
創
生
で
は
、
さ
ら
な
る
税
制
上
の
施
策 

　

に
よ
る
本
社
機
能
移
転
の
促
進
、
地
元
の
特 

　

性
に
根
差
し
た
技
術
の
活
用
、
地
元
大
学
と 

　

の
連
携
な
ど
に
よ
る
技
術
集
積
づ
く
り
や
人 

　

材
育
成
等
、
実
効
性
の
あ
る
改
革
を
大
胆
に 

　

行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
事 

　

業
承
継
の
問
題
は
地
方
創
生
戦
略
と
の
関
係 

　

か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
集
中
的
に
取
り
組
む 

　

必
要
が
あ
る
。

⑵
広
域
行
政
に
よ
る
効
率
化
や
危
機
対
応
に
つ 

　

い
て
早
急
か
つ
具
体
的
な
検
討
を
行
う
べ
き 

　

で
あ
る
。
基
礎
自
治
体
（
人
口
30
万
人
程
度
） 

　

の
拡
充
を
図
る
た
め
、
さ
ら
な
る
市
町
村
合 

　

併
を
推
進
し
、
合
併
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る 

　

必
要
が
あ
る
。

⑶
国
に
比
べ
て
身
近
で
小
規
模
な
事
業
が
多
い 

　

地
方
の
行
財
政
改
革
に
は
、「
事
業
仕
分
け
」 

　

の
よ
う
な
民
間
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
活
か
し 

　

た
手
法
が
有
効
で
あ
り
、
各
自
治
体
で
広
く 

　

導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷
地
方
公
務
員
給
与
は
近
年
、
国
家
公
務
員
給 

　

与
と
比
べ
た
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
全
国
平 

　

均
ベ
ー
ス
）
が
改
善
せ
ず
に
高
止
ま
り
し
て 

　

お
り
、
適
正
な
水
準
に
是
正
す
る
必
要
が
あ 

　

る
。
そ
の
た
め
に
は
国
家
公
務
員
に
準
拠
す 

　

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
民
間
企
業
の
実
態 

　

に
準
拠
し
た
給
与
体
系
に
見
直
す
こ
と
が
重 

　

要
で
あ
る
。

⑸
地
方
議
会
は
、
議
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、 

　

大
胆
に
ス
リ
ム
化
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
納 

　

税
者
の
視
点
に
立
っ
て
行
政
に
対
す
る 

　

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
ま 

　

た
、
高
す
ぎ
る
議
員
報
酬
の
一
層
の
削
減
と 

　

政
務
活
動
費
の
適
正
化
を
求
め
る
。
行
政
委 

　

員
会
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
も
日
当
制
を
広 

　

く
導
入
す
る
な
ど
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

Ⅳ
、
震
災
復
興
等

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
復
興

期
間
の
後
期
で
あ
る
「
復
興
・
創
生
期
間
（
平

成
28
年
度
～
令
和
２
年
度
）」
も
最
終
年
度
で
あ

る
５
年
目
に
入
っ
た
が
、
被
災
地
の
復
興
、
産

業
の
再
生
は
い
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
今
後
の

復
興
事
業
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
効
果
を

十
分
に
検
証
し
、
予
算
を
適
正
か
つ
迅
速
に
執

行
す
る
と
と
も
に
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
を
含

め
て
引
き
続
き
、
適
切
な
支
援
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
被
災
地
に
お
け
る
企
業
の
定
着
、

雇
用
確
保
を
図
る
観
点
な
ど
か
ら
、
実
効
性
の

あ
る
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

　

ま
た
近
年
、
熊
本
地
震
を
は
じ
め
地
震
や
台

風
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
る
が
、
東
日
本
大
震
災
の
対
応

な
ど
を
踏
ま
え
、
被
災
者
の
立
場
に
立
っ
た
適

切
な
支
援
と
実
効
性
の
あ
る
措
置
を
講
じ
、
被

災
地
の
確
実
な
復
旧
・
復
興
等
に
向
け
て
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

Ⅴ
、
そ
の
他

１
、
納
税
環
境
の
整
備

　

行
財
政
改
革
の
推
進
と
納
税
者
の
利
便
性
向

上
、
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
税
と

課
税
の
基
準
を
同
じ
く
す
る
法
人
の
道
府
県
民

税
、
市
町
村
民
税
、
法
人
事
業
税
の
申
告
納
税

手
続
き
に
つ
き
、
地
方
消
費
税
の
執
行
と
同
様

に
、
一
層
の
合
理
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

２
、
租
税
教
育
の
充
実

　

税
は
国
や
地
方
が
国
民
に
供
与
す
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
対
価
で
あ
り
、
国
民
全
体
で
等
し

く
負
担
す
る
義
務
が
あ
る
。
ま
た
、
税
を
適
正

に
納
め
、
税
の
使
途
に
つ
い
て
も
厳
し
く
監
視

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

税
の
意
義
や
税
が
果
た
す
役
割
を
必
ず
し
も
国

民
が
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

学
校
教
育
は
も
と
よ
り
、
社
会
全
体
で
租
税
教

育
に
取
り
組
み
、
納
税
意
識
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
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迎　春
相談役
秋山土建㈱

大崎　俊浩

顧　問

原田　　威

顧　問

滝口　哲夫

相談役
㈱山梨中央銀行吉田支店

小池　幹彦

相談役
堀内電気㈱

堀内　富久

相談役
アイトー電子㈱

長田　富也

相談役
㈱コバヤシ工業

小林　　武

会　長
㈱富士山アグリファーム

細田　幸次

常任理事
㈱鈴木製作所

鈴木　誠一

常任理事
㈱田村組

田村　夏子

副会長
川上建設㈱

川上洋一郎

副会長
日伸総建㈱

志村美貴代

相談役
㈱槇田商店

槇田　則夫

相談役
㈲大和屋薬局

奈良　紀子

相談役
㈱新名製作所

新名　米光

相談役
中央観光㈱

細谷　憲二

相談役
㈲山岸旅館

外川　凱昭

相談役
小林工業㈱

小林余し緖

相談役
東京地方税理士会大月支部

星野　充俊

副会長
㈱メイト

山口　照義

専務理事
公益社団法人大月法人会

小笠原能久

副会長
三栄工業㈱

鯨岡　正文

常任理事
㈱堀江製作所

堀江　俊隆

常任理事
㈱大森工務所

大森　剛仁

常任理事
富士急行㈱

堀内光一郎

常任理事
秋山土建㈱

立川　正史

常任理事
船津観光㈱

梶原　信行

常任理事
㈱協和生コン

倉澤　鶴義

理　事
㈱トーホー

守屋　博文

理　事
㈱尾形製作所

尾形　　直

副会長
㈱梶原工業所

梶原　秀博

副会長
㈲吉沢製パン

吉沢　秀雄

副会長
吉田精工㈱

吉元　　潤

常任理事
濱野屋ティートラスト㈲

天野　太文

常任理事
㈱ミネルバ

越石　賢一

常任理事
㈱共立機械

藤江　一枝

常任理事
㈲こみたけ売店

小佐野紀之

常任理事
富士観光開発㈱

小谷田　融

理　事
三共建設㈱

白木　孝郎

常任理事
㈱総合保険企画

高村　春久

理　事
甲陽産業㈱

三木　範之

理　事
㈱田中屋

佐々木弘之
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理　事
㈲井上石油

井上　博之

理　事
㈲印刷エトリ

餌取　一成

理　事
㈲小林仏壇

小林　清哲

理　事
㈱渡辺商店

渡邉　　稔

理　事
㈱マシナリー

宮下　完爾

理　事
芙蓉実業㈱

山下佐一郎

理　事
㈱桑原興業

桑原　安男

理　事
㈱大森林業所

大森　保廣

理　事
三浦化成工業㈱

三浦　　信

理　事
富士水熱設備工業㈱

高村　浩明

監　事
㈱吉野土建

吉野　保美

理　事
㈲フロスジャパン

柏木おさむ

理　事
㈱コバヤシ工業

小林ゆくよ

理　事
㈲山岸旅館

外川　桂子

監　事
㈱新　津

新津　好久

理事相当
富士航空電子㈱

吉澤　武司

理事相当
㈱平井製作所

平井　　勉

理事相当
㈱ユーキ

小泉　裕次

理事相当
㈲大中精機製作所

市川　賢一

理　事
㈱ユーシン

荻原　秀祥

理　事
山二商事㈱

赤澤　克夫

理事相当
中村エンジニアリング㈱

中村　　武

理事相当
山崎織物㈱

山崎　泰洋

理事相当
宮川電気㈱

奥脇　芳弘

理事相当
㈲小池時計店

小池　久司

理事相当
パイロット測量設計㈱

堀内　　満

理事相当
渡秀工業㈱

渡辺　浩次

理　事
伊東商店㈱

伊東　貴也

理事相当
㈲東京屋製菓

中村　　元

理　事
都留信用組合

渡邊　和彦

理　事
㈱富士レークホテル

井出　泰済

理事相当
㈱サイコ

三浦　敬伯

理事相当
㈱エムティーシー

松浦　潤一

理　事
㈱ナイトー建商

内藤　定子

理　事
㈱龍美建設

清水美恵子

理　事
㈱長田電材工業

菊地　明久

理　事
㈲こみたけ売店

小佐野昇一

理　事
㈲吉田タクシー

渡邉　千恵

監　事
㈱ナカヤマ

中山　愛美

理事相当
㈲土屋輪業

土屋　和也

理事相当
濱野屋ティートラスト㈲

天野　統一

理事相当
㈲中村薬局

金巻　　裕

理事相当
三和建設㈱

渡邊　三雄

理事相当
㈱渡辺工務店

渡邊　教彦

理事相当
㈲寿司華

岩田　伸吾

理事相当
㈲西忠エージェンシー

西室　信男

理事相当
大一木材㈱

小林　宏好

理事相当
井出電気㈱

井出　　隆

理事相当
登り坂石油㈱

渡邉　良孝
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理事相当
㈱アトラス測量

大石　秀世

理事相当
㈱土屋製作所

土屋きよ美

理事相当
㈱臼井自動車

臼井佳津子

理事相当
市川リース㈱

市川　公子

理事相当
㈱湖山商事

湖山　和子

理事相当
山陽精工㈱

白川　敏子

理事相当
㈲山口乳業

山口　輝子

理事相当
㈲コタカ電化

小高　洋子

理事相当
㈲山口製作所

山口　光子

理事相当
㈱サナミ製作所

佐波　佳子

理事相当
㈱ツルタ

鶴田みさ子

理事相当
㈱渡辺商店

渡邉ふく子

理事相当
㈱山梨重機

横打香代子

理事相当
エスプラン㈱

白井恵美子

理事相当
㈱協和生コン

倉澤　光代

理事相当
㈲天下茶屋

外川正知恵

理事相当
登り坂石油㈱

渡邉　林美

理事相当
㈲サンスペースアメニティ

河内　正子

理事相当
㈱オプトナカムラ

中村　勝子
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〒402-0052  山梨県都留市中央二丁目7番24号　TEL 0554ー43ー3451  FAX 0554ー43ー6923
e-mail  info@p-etori.com

デザインから印刷全般感性ネットワーク

代表取締役　餌　取　一　成
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代表取締役　倉　澤　鶴　義
〒401-0302
山梨県南都留郡富士河口湖町小立5425-1
TEL 0555-83-2306㈹
FAX0555-83-2611
E-mail kyowafc@qg8.sonet.ne.jp

株式会社 協 和 生 コ ン
日本工業規格表示認定工場
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神
社
め
ぐ
り
第47回

太
宰
府
天
神
社（
旧
村
社
）

鎮
座
地
　
都
留
市
境
九
五
〇
番
地

御
祭
神
　
菅
原
道
真
卿

例
祭
日
　
四
月
十
五
日

宮　
　

司
　
小
佐
野
景
賀

総
代
長
　
山
口
　
　
剛

境
内
地
　
六
十
九
坪

氏
子
戸
数
　
二
四
〇
戸

由
緒
沿
革

　
創
立
の
年
代
は
不
詳
な
れ
ど
も
第

一
〇
三
代
後
土
御
門
天
皇
明
応
五
年

（
一
四
九
六
年
）
六
月
御
座
松
の
下

に
奉
遷
せ
し
と
あ
れ
ば
創
祀
は
そ
れ

以
前
で
あ
ら
う
。
第
一
〇
六
代
正
親

町
天
皇
天
正
二
年
（
一
五
七
四
年
）

十
一
月
小
山
田
信
茂
群
代
境
弾
正
平

有
誠
が
再
建
せ
し
が
破
損
し
、
享
保

四
年
（
一
七
一
九
年
）
二
月
再
建

す
。
然
る
に
天
保
八
年
（
一
八
三
七

年
）
四
月
十
九
日
類
焼
炎
上
し
、
名

主
天
野
伴
蔵
等
の
関
係
者
の
盡
力
に

依
り
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
六

月
二
十
五
日
再
建
し
た
社
が
現
社
殿

で
あ
る
。

社　
　

殿

　
都
留
市
有
形
文
化
財
第
五
九
号

　
平
成
七
年
三
月
二
十
日
指
定

　
こ
の
建
物
は
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
年
）
三
月
、
境
村
天
野

伴
蔵
の
勧
進
に
よ
り
、
豆
州
那
賀
郡

江
奈
村（
現
静
岡
県
加
茂
郡
松
崎
町
）

の
半
兵
衛
を
請
負
人
と
し
て
、
金

二
〇
〇
両
（
後
六
〇
両
程
追
加
）
を

も
っ
て
契
約
し
、
完
成
し
た
。

　
半
兵
衛
は
、
近
世
の
伊
豆

に
お
け
る
小
澤
流
彫
刻
工
師

で
あ
り
、
堂
宮
建
築
を
も
手

が
け
た
小
澤
半
兵
衛
（
邦
秀
）

で
、
こ
の
社
殿
は
、
そ
の
子

俊
秀
（
上
谷
福
田
家
養
子
）

と
共
に
親
子
に
よ
っ
て
造
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
社
殿
は
、
土
蔵
造
り
の
本

殿
を
幣
殿
で
つ
な
ぎ
、
桁
行

き
二
間
梁
三
間
の
身
舎
に
は
、

千
鳥
破
風
と
、
軒
唐
破
風
を

つ
け
た
向
拝
を
も
つ
権
現
造

り
で
あ
る
。

　
身
舎
は
十
本
の
丸
柱
で
支
え

ら
れ
、
上
部
に
は
二
手
先
組
物

が
組
ま
れ
、
正
面
の
装
飾
、
雲

と
飛
竜
を
は
じ
め
と
す
る
中
備

は
、
鶴
や
鶏
、
兎
や
虎
な
ど
の

動
物
、
外
脇
障
子
・
向
拝
に
は

中
国
の
故
事
を
物
語
る
彫
物

等
、
精
密
な
技
巧
を
こ
ら
し
て

彫
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
後
期
、
神
社
建
築

の
表
層
的
部
位
は
す
べ
て
彫
刻

が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
社
殿

の
彫
刻
は
絵
様
と
共
に
そ
の
豊

饒
さ
に
お
い
て
他
に
類
を
見
な

い
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
神
社

建
築
様
式
を
今
に
伝
え
る
貴
重

な
建
築
で
あ
る
。
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●食事編～予防の基本は食事から！
　すでに何度も述べているとおり、生活習慣病は、

よくない生活習慣の積み重ねが原因で発症します。

　飲酒も広い意味のよくない食事に含めて考えた

場合、生活習慣病の３大要因は、食事・運動不足・

喫煙と言えます。ただし、運動不足や喫煙による

病気の発現を、良い食事内容によってある程度抑

えることが可能という点で、生活習慣病の基本は

やはり食事内容だと考えられます。

　ここでは、生活習慣病を予防するための具体

的なポイントを項目別にまとめてみます。

　考え方の基本は、

1．生活習慣病を招く原因となるものを出来るだ

　  け減らしていく

2．良い生活習慣を積極的につくる の二つです。

生活習慣病を生活習慣病を
予防予防するためのするための基礎知識基礎知識

　例えば、喫煙で体内のビタミン C 量は減少しま

すが、これは野菜や果物で補うことができます。

また、抗がん効果のある食事内容で、喫煙由来の

ガンの発症を抑えることができるかもしれません。

運動不足は肥満の一因となりますが、代謝系のビ

タミンであるビタミン B 群をとることでエネル

ギー代謝の効率化をはかることができます。ビタ

ミン B1 は糖質をエネルギーに、ビタミン B2 は脂

質をエネルギーに、変える場合に働きます。

　すでに生活習慣病の治療をしている方にとって

は、食事療法は生活習慣病の治療の中でももっと

も大切なものであり、治療の基本です。また、今

は健康そのものでも、将来新たに生活習慣病にな

るのを予防するためにも、食事の内容に十分気を

配りましょう。何よりもまず食事内容を良好なも

のにすることが、健康の第一歩なのです。②

食生活・改善のポイント
○塩分を減らす

○脂肪、コレステロールを減らす

○食べ過ぎ、外食、不規則な食事時間に気をつける

○アルコールを飲み過ぎない

○身体にいいものをバランスよく食べる

　（一日 30 品目を目標にする）

○野菜・果物をたくさん食べる

○食物繊維をたくさん食べる

○肉料理より魚料理を多くとる



公益社団法人  大月法人会　青年部会

接触を　避けて納税　e-Tax
　　　　　　　　　　都留興譲館高等学校　２年　水越　摂奈大月税

務署長賞

税金で　明るい未来の　国創り
　　　　　　　　　　都留興譲館高等学校　２年　尾曲　奏音都留市

長賞

納めよう　自分や子供　孫のため
　　　　　　　　　　都留高等学校　　　　３年　長田健士朗大月市

長賞

税金が　広げる支援　共助の輪
　　　　　　　　　　都留高等学校　　　　３年　佐野　知美

税金で　受ける恩恵　数知れず
　　　　　　　　　　都留高等学校　　　　３年　相澤つかさ大月法

人会長賞

使い道　知れば納得　消費税
　　　　　　　　　　都留興譲館高等学校　１年　三澤　未藍

安全と　日々の暮らしを　守る税
　　　　　　　　　　都留興譲館高等学校　３年　小松　万耶金　賞

申告は　ネットで行ない　効率化
　　　　　　　　　　都留高等学校　　　　３年　井上　成菜金　賞

税金と　共に造る　未来地図
　　　　　　　　　　都留興譲館高等学校　１年　山口あかり銀　賞

税金の　正しい知識と　情報を
　　　　　　　　　　都留高等学校　　　　２年　小林　俊介銀　賞

納税者　未来の日本の　貢献者
　　　　　　　　　　都留興譲館高等学校　１年　宮本　愛姫銅　賞

納税者　国を支える　功労者
　　　　　　　　　　都留高等学校　　　　３年　米山　敬己銅　賞

東京地
方税理士会

大月支
部長賞

大月
法人会

青年
部会長賞

令和２年度

優 秀 作 品
第３６回 高校生の税に関する標語

公益社団法人大月法人会広報委員会　〒402-0001　山梨県都留市田野倉 222 番地 1　TEL. 0554-45-6565　FAX. 0554-45-6465


